
●世田谷区研修受講実績の公表

【令和元年度】区内福祉事業所実態調査を実施し、福祉事業所の実態や課題を把握しました。

また他自治体や事業所の先駆的・先進的な取組みの情報を収集し、

「今後の取組みの方向性」を検討しました。

調査・研究事業の詳細は研修センターホームページ

に掲載しておりますので、ご参照ください。

・方向性：参入促進や資質向上に取組み、福祉の仕事の専門性や誇り、やりがいをアピールする。

・魅力発信の新たな取組み例：先進自治体や事業所に学ぶシンポジウム、異業種とのコラボによる

写真展、若者へ向けた福祉のしごとＰＲ動画やパンフレット等の作成 等
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すぐに広げられる簡易テント、浮き輪やビーチボール、
そして梅雨明け前から始めるちょっぴりダイエット、
バッチリ準備して、子どもと大はしゃぎしながらプール
に行く！！そんなビッグイベントも今年はコロナウイル
スの影響を考え自粛しております。

かわりに自宅のベランダに小さなビニールプールを設
置し、水遊びをする子どもの横でビールを片手に「マイ
ホームプールサイド」を味わっております。いつもと違
う夏に少し物足りなさを感じながらも、こんなにリラッ
クスできるプールサイドは他にないのだから「これはこ
れで良いじゃないか…」と思っております。

編集後記

●WEB研修の実施報告～アンケート結果からみる評価～
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世田谷区福祉人材育成・研修センター

世田谷区福祉人材育成・研修センターでは、福祉人材の確保・育成・定着支援を総合的に進めています。

研修センターが進めている福祉人材の研究テーマは、

「福祉の仕事の魅力向上・発信に向けた取組み」です。

【令和２年度】令和元年度に示した「今後の取組みの方向性」を推進していくために、「福祉の仕事

の魅力向上・発信に必要なこと」について55の高齢・障害事業所の方からご意見を伺いました。

最も多い意見は、「将来を担う子ども世代への理解促進」（61.8％）、次いで「区民への理解促進」

（45.5％）「高校生介護施設体験」「子育て終了、定年退職後の方への働きかけ」「福祉のしごと相

談・面接会、出前講座」（各々30.9％）です。研修センターでは様々な取組みを行っています。新た

な取組みなどご意見をいただければ幸いです。

※小中高夏休み
介護体験

※小中高出前講座

※入門的研修・介護職員初任者研修

・実務者研修

※介護福祉士国家試験対策講座
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・介護福祉士実習
・社会福祉士実習

※せたがや福祉区民学会（大学・事業者・区民・行政）毎年500人近い方が参加‼

※福祉のしごと入門講座、相談・面接会、介護施設等見学会

※ 研修センター事業 実線 資格取得等 点線 講座・研修等

【福祉区民学会】 【相談・面接会】 【出前講座】 【介護職員初任者研修】

※出前講座
※小中高出前講座

コロナ禍の中、研修センターでは新しい研修様式を取り入れWEB研修を実施しています。

日時・会場が決められた集合研修では、「業務の都合上、参加できなかった。」という方も参加が可能

となり、受講者は増えています。

WEB研修は「自分のペースで視聴できる」「移動時間が節約できる」「コロナ禍に関わらず、オン

ライン研修を実施してほしい」「繰り返し学びたいので視聴期間をもう少し長くしてほしい」などの声

を頂いています。一方、WEB研修は、グループワークや実技演習などに課題がありますが、今後も誰

もが受講しやすい研修体制充実に向け検討を進めていきます。

〇認知症ケア研修「医学的視点からの理解と支援」の実績

〇WEB研修の実績
・世田谷区福祉人材育成・研修センター開設記念講演 ・介護予防ケアマネジメント（新任）研修

・障害者施設職員支援力向上研修「虐待防止と権利擁護」・認知症ケア研修「医学的視点からの理解と支援」

・専門性向上研修 「福祉サービス従事者に必要な感染対策 ～新型コロナウイルスの対策を中心に～」 等

※今後もWEB研修を実施していきますので、研修センターホームページをご覧ください。

・講師：西村 敏樹 氏（東京衛生アドベンチスト病院 医師）

・視聴期間：7月20日～7月31日

・申込人数：178名（昨年度90名） ・動画視聴回数：776回（8/1現在）

・アンケート回答者数：133名

〇動画視聴のデメリットは？（複数回答）
・その場で質問できない ５７名（42.9％）
・他受講者とのやりとりがない ４３名（32.3％）
・緊張感・集中力が保てない ３３名（24.8％）

など

〇動画視聴のメリットは？（複数回答）
・時間を有効に使える 111名(83.５％)
・会場に行く必要がない 109名(82％)
・自分のペースで学習できる 109名(82％) 
・繰り返し学習できる 84名(63.2％)

など

FAX：０３－６３７９－４２８１

H P：https://www.setagaya-jinzai.jp/

・夏ボラ

【世代別 福祉のしごとの理解・魅力発信の取組み】

研修センターでは、世田谷区が認定する研修に職員を派遣した事業所を研修センター
ホームページで公表しています。ＷＥＢ研修受講後、「研修報告兼アンケート」を期
間内に提出いただくことで、研修受講事業所として公表します。

小・中・高校生 ～ 専門学校生・大学生 ～ １０・20・30・40・50・60歳代 ～ 6５歳～



【講演の概要】
日本経済、社会保障の仕組みや社会保障費の推移、世田谷区の福祉の課題、第7期高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画の7つの柱（図１）、現在、審議している第8期計画の重点課題（図
２）など幅広い内容となっています。中でも今後の大きな課題は介護人材確保策で、コロナ禍を
考えると新しい生活様式が求められ、これまで以上にICTの活用など仕事のやり方を変える必要
があります。世田谷区の福祉の推進の中で研修センターの役割は、益々、重要となります。

この研修では、新型コロナウイルス感染症への警戒が続く中、安心して利用者への支援が継続

できるよう、福祉サービスに従事する職員にとって必要な感染症対策の正しい知識が学べます。

感染症が拡大する仕組みから、新型コロナウイルスを含むすべての感染症予防の基本となる標

準予防策の具体的な実施方法や食事や排泄などの介護場面での感染対策など、「あるある質問」

を交えながら、分かりやすい内容となっています。研修センターホームページより、ぜひ、ご視

聴ください。申込は不要です。

●講師 森下 幸子氏
公益社団法人日本看護協会看護研修学校 認定看護師教育課程教員
感染管理認定看護師
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令和2年6月30日、世田谷区地域保健福祉審議会会長の中村秀一氏
による研修センター開設記念講演会を開催しました。講演会は三密
を避け、講師にはビデオでご登壇いただくなど、新しい方式で実施
しました。講演内容は研修センターホームページで視聴いただけま
すので、是非、ご覧ください。

●研修概要

「メール相談」 西 和子相談員からのメッセージ

訪問介護事業所勤務の時より、現場で働く多くの介護職の悩みに直

接、接してきました。「その方らしく生きる、生活・人生に深く寄り

添う」をモットーに高齢者の方々と関わってきました。現在は福祉人

材育成に携わっています。「自分らしく生きる」のモットーに変わり

はありません。人生１００年時代で仕事をする中で、様々な悩みや課

題にぶつかることもありますが、働く人誰もが自分らしく生きるため

に、お一人おひとりの心の悩みに寄り添い、一緒に考えていきたいと

思っています。幸せへの一助になれば大変嬉しいです。

福祉のしごとの相談には「面談相談」と「メール相談」があります。

訪問介護事業所で長年サービス提供責任者を勤められ、今は研修センターでも介護技術やサー

ビス提供責任者研修の講師としてお世話になっている、メール相談員の西 和子氏に福祉のお

仕事に従事している皆さまへのメッセージをいただきました。

開設記念講演 「これからの世田谷区の福祉に求められるもの」

●福祉のしごとの相談
「一人で悩まずにお気軽に ご相談ください！」

動画配信による研修

福祉サービス従事者に必要な感染対策
～新型コロナウイルスの対策を中心に～


